
「月間 1,870件」の患者情報の
手入力をゼロにした

２２時までの残業が発生していた健診クリニックが
定型業務を自動化し、労働環境を改善した実践録

大手町さくらクリニックin豊洲
（内科・婦人科・心療内科・企業健診・各種健診）

健診クリニックの
業務自動化 戦略

院長 西山寿子先生実践事例

医
療
業
界
、

待
っ
た
な
し
の

人
手
不
足
対
策
！

株式会社ドットコネクト
代表取締役 兎澤直樹

© Copyright dot connect Incorporated.  All Rights Reserved

（１０分ほどで読める２５ページ特別レポート）

採
れ
な
い
、
辞
め
る
、
ま
た
補
充
採
用
、
人
件
費
高
騰
・
・
・

負
の
ル
ー
プ
を
抜
け
出
せ
な
い
医
療
機
関
様
へ
。

入
力
業
務
な
ど
の
定
型
作
業
は
自
動
化
し
、

人
は
も
っ
と
人
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
へ
。

「
理
想
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
づ
く
り
」
を
今
こ
そ
ス
タ
ー
ト
。



【序章】
深刻化する健診クリニック業界の人手不足

健診は本当に事務仕事が大変・・・
スタッフが足りていない・・・
でも、なかなか採用できない・・・
採用しても、慣れてきた頃に辞めてしまう・・・
人件費も高騰している・・・

忙しくて、なかなか患者さんとのコミュニケーションや研究に十分な時間
が充てられない・・・

多くの医療機関様で今、このような深刻な状況になっていることと思い
ます。日本の医療を支える従事者の皆様への負担は、労働時間だけで
なく、精神的な負担も重くなってきているように感じています。

日々、患者さん達の命を預かる医療現場の労働環境を少しでも改善し
ていくことは、もはや待ったなしの必須事項であると考えています。

世間的には生成ＡＩなどもどんどん実用化してきています。しかし、なか
なか医療現場において、すぐに効果が出る改善策を見出しにくい状況
にあるケースも少なくないようです。

そこで本書では、あるスタッフ込みで２０名規模の健診クリニック様が、
理想的なクリニックづくりのために、改善できる業務から改善し、一時は
２２時に帰るのが目標になっていたほど残業が多かった状況を改善さ
れた、実際の事例をお届けいたします。

その健診クリニック様は、多いときは月間１，８７０人以上の患者さん情
報と検査コース・オプション検査内容などのシステム入力業務を自動化
することで、大幅に業務負担を軽減することに成功されました。

その健診クリニック様は、東京都江東区豊洲にある、「大手町さくらクリ
ニックin豊洲」様です。同クリニックの院長 西山寿子先生が、少しでも

この業界の課題解決につながればと、特別インタビューに応じてくださ
りました。生々しい体験談です。

１０分ほどで読み終わります。ぜひ、次のページ以降をご覧ください。
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【第一章】
「かつて」の大手町さくらクリニックの業務実態

大変申し遅れました。

わたくし、株式会社ドットコネクトの代表をして
おります、兎澤（とざわ）と申します。

これからインタビューさせていただく「大手町さくら
クリニックin豊洲」様が改善された業務の多くの
自動化プログラムを私自身の手で組ませていた
だきました。

そのときに思ったのは、「これは多くの医療機関様、とりわけ健診クリ
ニック様にとって、共通の業務課題があるのではないか」ということです。

しかし多くの場合、何かに新しく取り組むには不安やリスクが伴います。
少なからず、現場の混乱なども生じると思います。

そこで、先んじて業務の自動化に取り組まれた「大手町さくらクリニック
in豊洲」の西山院長にインタビューをさせていただきました。

自動化に取り組まれたきっかけ、自動化した業務とその成果、選んだ
ツールやサポート内容の決め手、自動化して継続運用していく上での
課題などをお話しいただきたいと思います。

© Copyright dot connect Incorporated.  All Rights Reserved 3

それでは西山先生、本日はよろしくお願いいたします。

まずは、 「大手町さくらクリニックin豊洲」様の病院紹介をお願い
してもよろしいでしょうか？

はい。私たちは、東京都江東区の豊洲にあります、スタッフ全部
入れて20名ほどのクリニックです。内科・婦人科・企業健診・各種
健診をメインで行っております。

インタビュアー
兎澤

西山先生



【第一章】 「かつて」の大手町さくらクリニックの業務実態
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ありがとうございます。

大手町さくらクリニック様では、かなり「予防医療」に力を入れら
れていますよね。

はい。今でこそ予防医療に力を入れていますが、実は私自身、
以前は循環器内科が専門でした。当時の院内に救急がなかった
ので、例えば心筋梗塞の患者さんが運ばれてくれば、当直の形
で対応していました。

そのときに、「どうしてここまで放っておいてしまったのか」と感じ
るケースが多くありました。もっと早く手が打てていれば救えた命
もありました。それが予防医療が重要だと感じたきっかけです。

それに、医療現場は過酷なケースが多いです。
仕事がハードだと、ギリギリの心身面で対応することもあります。

それで全てが後手になると、身体の不調や精神的にもダメージ
があり、「頑張ろう！」という気にもなれなくなる可能性もあります。
「もういいや」と。

もっと早い段階で、しかも気持ち的にもゆとりのある状態で治療、
予防することが、患者さんご本人だけでなく、ご家族全体の幸せ
になるとつくづく感じました。

質の高い検査を大手さんにはできない手ごろな価格で、柔軟に
対応できるようにしたいと思ってやってきました。

なるほど。早めに適切な処置を受けていただくためにも、医療従
事者の皆様が少しでもゆとりを持てることが大切なのですね。

西山先生が目指しておられる「理想の医療」「理想のクリニックづ
くり」と、今回の人手不足対策、とりわけ業務の自動化というのが
どのように繋がってくるのか、もう少し深堀りしてお聞きしてもよ
ろしいでしょうか？



【第一章】 「かつて」の大手町さくらクリニックの業務実態
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私たちは、品質の高い検査を行い、それに基づいた診断を行う
ことで、より質の高い予防医療を提供できる医療機関であること
を常に目指しています。

健康診断といえば、よく行う標準的な検査がありますよね。

でも、身体の複雑さを考えれば、正直、足りないと感じる部分も
あります。

そのため私たちは、以前から多くのオプション検査に柔軟に対応
できるようにしてきました。日々進歩する最新の検査機器も、積
極的に導入してきました。

そうすると、どうしても事務作業の負担が多くなってしまいます。

今でこそ多くの入力業務を自動化することができていますが、以
前は、受診者さんの予約情報や健診結果などの膨大なデータを
複数のシステムにまたがって入力することに、非常に多くの時間
と人員を割かれていました。

それだけでなく、入力作業のミスを防ぐためのダブルチェックに
は、本当に多くの人手を要し、残業に直結していました。

多い時には１日８５人ほどの健診があります。

そういうときには、「２２時までには帰る」ことが目標になるほどに
圧迫されていました。

それは本当に大変な状況ですね。

そのような負担が日常的に生じていると、院内にはどのような影
響があったのでしょうか？

業務の煩雑さゆえに事務職員の離職率が高く、新規の事務職
員に一から仕事を教えなければならないのが大きかったです。



【第一章】 「かつて」の大手町さくらクリニックの業務実態
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そもそも医療業界自体が完全に人手不足で、求人募集をかけて
もなかなか採用に至らないのが現実です。それは、私たちのクリ
ニックも例外ではありません。

ようやく採用できても、慣れる前に辞めてしまったり、ようやく慣
れてきたと思った矢先に辞めてしまったりということがありました。

そうすると、別のスタッフにさらに負担が掛かってしまいます。

今は本当に採用が厳しいですし、定着も厳しくなっていますね。

その状況をなんとか打開しないといけない中で、西山先生は何
をされたのですか？

特に業務負担が重かった、健診システムと電子カルテへの二重
の情報登録、これは決まった手順を繰り返す定型的な業務でし
たので、なんとか自動化できないかと考えました。

そこで、「ＲＰＡ」という自動化ツールがあることを知りました。
そして、ＲＰＡ関連の本を書店で買って、３～４冊読みました。

お忙しい中で、それは凄いですね・・・。
本気さを感じます。

ちなみにＲＰＡというのは、「パソコンで行われる定型的な業務を
自動化するＩＴツール」のことですね。

【第二章】
業務自動化（ＲＰＡ）との出会い



【第二章】 業務自動化（ＲＰＡ）との出会い
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本当に何とかしないといけなかったですから
ね・・・。

そのうちの１冊が、兎澤さんの『自動化経営の
教科書小さい会社がたった3カ月で変わる! 
RPA活用プロジェクト（日経BP社）』でした。

お読みいただいて大変光栄です。西山先生とのご縁はこの本が
きっかけでしたね。お読みいただいて、弊社のホームページから
連絡をくださりました。

他の本はほとんど文章だけで、私たちのクリニックで本当に使え
るのかどうか、イメージがつきづらかったんです。でも兎澤さんの
本は、書籍内に掲載されていたQRコードから実際の動作を動画

で確認できたことで、「素人の私たちでも活用できるかもしれな
い」という期待とイメージが湧きました。その後、ドットコネクトさん
に連絡を取って詳しい話を聞いた上で、導入を決意しました。

そうでしたね。動画を掲載して良かったです。笑
ちなみに、書籍に掲載した動画はこちらです。 ⇒

５分半ほどで私自身が解説しています。（限定公開Youtube）

連絡をいただき、私自身がクリニックへお邪魔しましたね。そこで
先生のお考えをお聞きして、なんとか力になりたいと思いました。

自動化したいとお考えの業務についてもいくつかお聞きしました
ね。

それと同時に、お使いの電子カルテシステムや健診システムも
少し触らせていただき、システムの構造やクセを把握できました。
そして、「これなら自動化できそうだ」と、私もそこで判断しました。

RPAを導入され、まずはどのような業務を自動化されましたか？



【第三章】 自動化した業務と成果
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まず最初に自動化した業務は、「健診システムへの心電図結果
入力」業務でした。

これまでは、検査技師①が結果を健診システムに入力し、検査
技師②が誤りがないかダブルチェックをするようにしていました。

だいたい１日あたり４０件弱くらいありましたから、それなりに負
担がありました。

この業務のＲＰＡシナリオは、放射線技師さんが作られたんです
よね。

【第三章】
自動化した業務と成果

はい。やはり院内でもＲＰＡが分かる人を育成したいと思ってい
ましたから、基本的な操作方法を兎澤さんに教えてもらって、う
ちの放射線技師に作ってもらいました。

念のため、ＲＰＡが自動で入力したものを人間がチェックするよう
にはしていますから、単純に２人でやっていたことが１人でよく
なったことになります。これだけでも本当に助かりました。

素晴らしいですね。ＲＰＡはプログラミングの知識がいらないので、
操作を覚えれば自分たちでも業務シナリオを作ることができます。

そうですね。もしも実行途中にエラーが発生して停止しても、院
内に分かる人がいればすぐに対処が可能です。

作成が難しい複雑なシナリオは兎澤さんに作ってもらっています。

大手町さくらクリニック様のＲＰＡ画面



【第三章】 自動化した業務と成果

© Copyright dot connect Incorporated.  All Rights Reserved 9

そうですね、多岐に渡る検査コースやオプションのシステム上の
選択が難しい業務なんかは私の方で作らせていただきましたね。

それでも、院内にＲＰＡをある程度いじれる方がいるだけで素晴
らしいです。

それではここで、RPA導入後に自動化された業務を他にも教えて
いただけますでしょうか？

はい。こちらがこれまで自動化してきた業務です。

業務名 大まかな業務フロー
人間が担当していた
ときの月間所要時間

シナリオ
作成者

心電図
結果入力

（健診システム）

検査技師①が結果を健診システムに入力（～
４０件/日）→ 検査技師②がダブルチェック

単位：毎日
１回当り時間：２０分
月間所要時間：２０分×２２日

放射線技師

区心電図
結果入力

（健診システム）

検査技師①が結果を健診システムに入力（～
２０件/日）→ 検査技師②がダブルチェック

単位：毎日
１回当り時間：１５分
月間所要時間：１５分×２２日

検査技師

肺機能
結果入力

（健診システム）

検査技師①が結果を健診システムに入力（～
１０件/日）→ 検査技師②がダブルチェック

単位：毎日
１回当り時間：１５分
月間所要時間：１５分×２２日

検査技師

住民健診
予約登録

（ｷﾝﾄｰﾝ→電子ｶﾙﾃ）

ｷﾝﾄｰﾝの健診予約情報を電子ｶﾙﾃに入力
（ID検索して予約登録）～３０件/日

単位：毎日
１回当り時間：２５分
月間所要時間：２５分×２２日

ドットコネクト

兎澤

住民健診
予約登録

（ｷﾝﾄｰﾝ→健診システム）

ｷﾝﾄｰﾝの健診予約情報を健診ｼｽﾃﾑに入力

（患者情報・コース選択・検査項目や内容の
登録）～３０件/日

単位：毎日
１回当り時間：２５分
月間所要時間：２５分×２２日

ドットコネクト

兎澤

企業健診
予約登録

（ｷﾝﾄｰﾝ→健診システム）

ｷﾝﾄｰﾝの健診予約情報を健診ｼｽﾃﾑに入力

（患者情報・コース選択・検査項目や内容の
登録）～３０件/日

単位：毎日
１回当り時間：２５分
月間所要時間：２５分×２２日

ドットコネクト

兎澤

治療中の
判定入力

（健診システム）

健診ｼｽﾃﾑ
問診内容による結果判定の入力

単位：毎日
１回当り時間：１５分
月間所要時間：１５分×２２日

放射線技師

企業の所属部署
登録

（健診システム）

健診ｼｽﾃﾑ
ある企業の部署登録内容確認・変更
約７００件

単位：年５回

１回当り時間：１８０分
月間所要時間：１８０分×５日／

１２ヶ月

ドットコネクト

兎澤

合計 ５２．６時間／月

大手町さくらクリニック様で自動化した業務一覧と削減効果
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詳しく教えていただき、ありがとうございます。

この一覧を拝見すると、特に業務負担が重かったのはやはり、
健康診断の予約者情報と検査コース、あればオプション検査内
容を健診システムに登録していく業務ですよね。

大手町さくらクリニック様では、予約情報をKintone（キントーン）

にできるだけ集約して入力しておくことで、その後の健診システ
ムなどへの二重入力をRPAに任せることができていると思います。

そうですね。どうしても、健診のお申込みは、患者さんによって
Ｗｅｂフォーム、お電話、ＦＡＸなど様々な手段があります。

ＦＡＸなどは手入力が発生してしまうため減らしていきたいのです
が、どうしても受診者さんありきなので完全にはまだなくせそうに
ありません。お電話でのお申込みも非常に多いです。

ＦＡＸやお電話でのお申込みの場合は、最初はどうしても人間が
パソコンに打ち込む必要があります。これは仕方ないところです。

ただ、ＲＰＡがあることで、一度入力してしまえば、他のシステム
に二重入力・三重入力する手間は避けることができます。

Kintone（キントーン）に予約受付情報の多くを集約することで、Ｒ
ＰＡがKintoneに登録された情報を健診システムに１件１件登録し
ていくことができます。

特に多い月は、１日に８５人くらいの健診があります。１件１件を
二重三重と人が手入力していると、ダブルチェックも必要だと
思っていますから、どう考えても残業になります。

大部分をＲＰＡで入力できて、人がチェックして、必要なところだ
け手直しするようになるだけでも大きな負担軽減になっています。
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そうですよね。それだけの件数の登録業務はスタッフのみなさん
にとってかなり負担になりますよね。

でも、みなさん真面目で責任感もあるから頑張ってしまう。

はい。大変なのは、予約システム、健診結果のシステム、電子カ
ルテそれぞれに手打ち入力していると、ヒューマンエラーで異
なっている箇所があったりして、「どっちが正しいのか？」と現場
が混乱することがありました。

「件数が多くなるととてもやっていらない」と、ようやくしっかり覚え
たころに事務スタッフが辞めてしまったこともあります。

そうなると私にとって嫌なのが、「苦労したことが何も残らない」と
いうことなんです。

その点、ＲＰＡの場合は、きちんとシナリオを作ってしまえば残り
ます。それ以降、仕事をしてくれる訳です。

そして事務の仕事量が減れば離職率も下がるのではないかと考
えています。ここに手間とお金を掛けない理由はないと思います。

人間誰しも、疲弊しているとなかなかポジティブに捉えられませ
ん。精神的なゆとりが生まれてこそ、前向きに仕事ができるのだ
と思います。

確かにそうです。心療内科もやられているだけに、説得力が違
います。笑

スタッフの方々が働きやすい環境ができてポジティブにお仕事が
できれば、何より患者さんにとって良いことですよね。

では、今後も自動化していきたいと考えられている業務はござい
ますか？
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はい。次に自動化したいと考えているのは、「健診結果の印刷」
業務です。

これも毎日３０～６０分掛かっているので、結構重たいんですよ
ね。

健診結果の送付先が、受診者さんによって自宅だったり会社
だったりします。また、結果用紙が１枚式のものだったり２枚式の
モノだったりも、受診者さんごとに判定して印刷を掛ける必要が
あります。

この仕事を事務スタッフにやらせてもすぐ辞めてしまうので、今
は私自身が１回は目で見てチェックしてから、正式な発送物とし
てＡ３で印刷を掛けています。

中間業者（代行機関）さんの指示通りの書類を２枚くらい印刷し
たりもしています。

朝、私がいつも３０～６０分早く出勤しないといけない原因となっ
ている業務なんです。

なのでこれも、次の健診が忙しい時期が過ぎたら自動化できた
らいいなと考えています。

なんとっ！院長先生自ら早く来てやられているのですか！？
それは早く自動化しないとですね。

他にも、今後自動化したいと考えておられる業務はございます
か？

はい。「請求チェック」業務も自動化したいです。

受診者さんの会社に請求すべきもの、健康保険組合に請求す
べきもの、中間業者（代行機関）さんに請求すべきものなどがそ
れぞれあるので、その請求チェックもＲＰＡにさせたいですね。
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多くの医療機関様が、人手不足、業務負担をなんとかしたいとお
考えのことかと思います。

私はＲＰＡやＡＩを使ってそれらを改善していくのが専門ではある
のですが、これらのツールももちろん万能ではありません。

合う業務、合わない業務があると思っています。

その点、実際にＲＰＡを使われてみて、健診業務とＲＰＡによる自
動化の相性というのは、どのように思われますか？

そうですね。

いくらＲＰＡでも、紙にしか情報がなければ自動入力は難しいで
す。何かしら電子情報としてテキスト化しないといけません。

紙だけですと、それ以上の業務改善は難しいと思います。
その場合は、まずは電子情報を増やしていきたいですよね。

あとは、決まった手順で発生しているルーティンワークがやはり
合いますね。

そういう意味では、健診業務は、比較的自動化できる定型的な
業務は多いと思います。

もちろん、使われているシステムは医療機関によって様々かと思
いますが、電子情報としてデータが拾えるなら、ＲＰＡで自動化し
ていける可能性は大いにあると思います。

健診業務が多いほど、自動化の恩恵に預かれるかもしれません。

【第四章】
健診業務と自動化の相性
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とはいえ、ＲＰＡもそうですが、新しいシステムやツールを導入し
ようとすると、色々と課題も出てくると思います。

西山先生は、ＲＰＡ導入にあたって感じられた課題はございまし
たか？

そうですね。

まず導入時は、事前にスタッフ達に対して、「このツールはどうい
うものか」「こういうことで利用を検討してるんだけど、どう思う？」
などと、意志疎通を図ることが大切だと思います。

でないと、いきなりツールだけ導入しても現場が混乱して、か
えって一時的に手間が増えて不満になります。

良かれと思って導入しても、それでは何のために導入したのかと
いうことになってしまいかねません。

ＲＰＡのときは、兎澤さんの本には動画がついていましたから、こ
れを見せて伝えればまずきちんとスタッフ達と議論ができると思
いました。

実際に、その動画をスタッフ達に見せて私の考えを伝えたところ、
イメージを共有できたのか、「それで良くなるなら全然いいです
ね」というような反応が返ってきました。

次の課題は、ＲＰＡに覚え込ませるシナリオ作成時です。自動化
したい業務を細かいところまで考慮してシナリオ作成しないと、
稼働中のＲＰＡがエラーで停止してしまうことが考えられます。

なので、業務の詳細を把握している人が作成していくことで、特
に複雑な業務もうまく自動化できると思います。

【第五章】
導入時の課題と対応策
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確かにそうですね。

作成したシナリオを運用していく際の課題などもありますか？

はい。私たちも、受診者さんの所属やお申込み検査内容などが
かなり多岐に渡ります。

なので、どうしてもイレギュラーパターンも生じてしまうことがあり
ます。

そんなとき、ＲＰＡが不測の事態でエラーで仮に停まっても、対応
できる人がいるとやはり良いと感じます。

ドットコネクトさんは遠隔でサポートしてくれますが、私たちのクリ
ニックにはインターネット接続していない端末もありますからね。

そうですね。

インターネットが繋がっていれば私たちがすぐに遠隔から入って
対処ができますけど、オフライン端末のときにはそうもいきませ
ん。

過去には、移動時間は生じますが訪問して対処させていただい
たり、Zoomを繋いで、パソコンやスマホのカメラでオフライン端末

のディスプレイ画面をこちらに見せてもらい、私が口頭で対処操
作をお伝えして、先生や放射線技師さんに対応いただいたことも
何度かありましたね。

でもやはり、システム変更などあらゆる原因で実行中にエラーが
生じてしまうことはありますから、特にオフライン端末でＲＰＡを稼
働させなければならない場合には、可能であれば院内で簡単な
対応ができる方がいると安心感が増すのは事実だと思います。

西山先生、ありがとうございました！
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【第六章】
自動化できそうな業務を洗い出すチェックリスト

さて、大手町さくらクリニックの院長 西山寿子先生のインタビュー、い
かがだったでしょうか？
かなりリアルで、具体的なお話をいただけたと思っています。

さてここで、より多くの医療機関様・健診クリニック様の業務負担を実際
に軽減していただくために、まずわたくし共がおすすめする最初のアク
ションをお伝えします。

それは、「自動化できそうな業務を洗い出してみる」ということです。

業務負担が掛かっている、改善できそうな業務を見つけ出さないと、具
体的な改善が望めません。なのでこれをまず最初に行うべきです。

業務改善の手段はもちろん様々ありますが、大手町さくらクリニック様
でも使われているＲＰＡという自動化ツールは、その中でも比較的短期
間で導入効果を目に見える形で出しやすいものだと思います。

クリニック様の規模感にもよりますが、先生をはじめ、できれば入力業
務などを普段担当されているスタッフの方々とも一緒にディスカッション
しながら洗い出せるととても良いと思います。

でも、いきなり「ＲＰＡで自動化できそうな業務ある？」などと聞いても、
なんのことだか分からず、普通は洗い出すことができません。

そこでお願いしたいのは、次の３つだけです。

①このレポートを業務担当者の方にもお読みいただく。

②このレポートや私の書籍に掲載しているＱＲコードから動画を見
て、ＲＰＡの基本を掴んでいただく。

③次のページに記載する業務洗い出しシート（Excel）をダウンロードし
て洗い出していただく。
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ＲＰＡというツールで自動化できそうな業務を洗い出すにはコツがありま
す。

それは、 「ＲＰＡで自動化できそうな業務」を洗い出そうとするよりも、

①同じようなことを繰り返し行っている面倒な業務
②他の人でもできそうだなと思うパソコン業務

という条件を満たす業務を洗い出そうとすることです。

と言いますのも、人はけっこう本心では「面倒だ」と思いながらな仕事を
しているものなので思いつきやすくなりますし、これらの業務は自動化
しやすく、改善を望みやすいからです。

何より、スタッフの方々にも、「なんとか業務負担を減らしたいと考えて
いる」という先生の意思が伝わりやすくなります。これがとても良いこと
だと思います。

ここで、弊社のユーザー企業様によく使用していただいている「業務洗
い出しシート（Excel）」をプレゼントいたします。

こちらのQRコードかURLからダウンロードしてお使いください。

https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet

https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
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【第七章】
業務を洗い出してみた後の「次のアクション」

２つでも３つでも、とにかく改善したいと思う業務を思いつく限り洗い出し
てみましょう。

本当に改善できそうか、ＲＰＡを使って自動化できそうかは後で判別す
れば良いのです。ちょっとした業務でも、とにかく洗い出すことです。

いくつか洗い出すことができたら、それらの業務が「決まった手順や判
断基準に基づいて行われるがゆえに、基本は誰がやっても同じ結果（ア
ウトプット）になるパソコン業務かどうか」 を、ひとつひとつ考えてみてく
ださい。

答えが「ＹＥＳ」なら、自動化できる可能性が高いです。

ＲＰＡは何でも自動化できる万能ツールではありませんが、誰がやって
も基本的に同じ結果になる業務というのは、手順と判断基準が明確だ
から同じ結果になる訳です。

そしてＲＰＡというツールは、まさにその明確なる「手順」と「判断基準」を
教え込み、後は自動で再現して実行してくれるというツールなのです。

どうしても途中で人間のチェックなどが必要な場合もあるでしょう。

その場合は、人間にしかできないこと以外を自動化できれば、それだけ
でも十分助かるかどうかを考えてみましょう。

人手不足な中で生産性を上げていくには、人は「人にしかできない仕
事」にのみ極力時間を割ける体制を作っていくのが望ましいと言えます。

そのためにも、少なくともＲＰＡのような自動化ツールを使って自動化で
きる業務は、どんどん自動化していきましょう。

そうやって、自動化できそうな業務かどうかを洗い出せたら、あとはツー
ル選びです。
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ＲＰＡツールも数十種類とあります。使い勝手も価格もピンキリです。

ＲＰＡは種類も様々ということもあってか、「ツール選び」で失敗してしま
うケースが多いのです。

実は、弊社のユーザー企業様の４割以上は、過去に何らかのＲＰＡ
ツールを導入して使った経験がある企業様です。

大手町さくらクリニック様は初めてのご活用でしたが、実は「今導入中
のＲＰＡでは思ったような効果を出せなかった」というご相談が弊社に寄
せられることが多いのです。

彼らがうまくいかなかったとおっしゃる主な要因は３つです。

【ＲＰＡ選定の失敗パターン】
①機能が不足していたり難しすぎたりで自動化できなかった（機能面）
②十分なサポートが継続して受けられなかった（サポート面）
③ＲＰＡツール自体のコストやシナリオ作成費用が高かった（費用面）

①や③は、長く活用していこうと思うとやはり厳しいですよね。

機能不足で難しいとなると、それ以上どうすることもできなくなりますし、
費用が割に合わないと費用対効果も得られず、使う意味がなくなります。

また、ＲＰＡは、自分たちである程度いじれるようになっていこうとすると、
サポートはとても重要になります。必ず「うまくいかない」「どうしたらいい
か分からない」という場面に遭遇するからです。

自分たちではなく作成を委託しようとしても費用が高すぎては費用対効
果が得られにくいのは当然です。

なので、ツール選びばかりに目が行きがちですが、サポート業者の選
定はそれ以上に重要かもしれません。
しかし、ＲＰＡベンダーの多くはサポートが手薄だとよくお聞きします。

サポートレベルが低かったり、レスポンスが遅かったり、２～３ヶ月のサ
ポート期間があっても、期間が終了すると急にサポート対応してくれなく
なることが多いのです。

そのため、②サポート面の課題はとても重要だと考えています。
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ツール選定について、先ほど詳しくお聞きできなかったので、ここで最
後にもう一度だけ、西山先生に登場していただきたいと思います。

西山先生、追加でひとつ教えてください。

ＲＰＡのツール選定はどのように行われたのでしょうか？

そうですね、ＲＰＡにも様々なメーカーがありますが、正直なとこ
ろ、どれも難しい操作が目立って、導入する気は起こりませんで
した。

でも、兎澤さんが提案してくれたＲＰＡツールは、プログラミング
の知識がまったくない私でも「これなら使えるだろう」と思わせてく
れたＲＰＡです。

他社のＲＰＡを考えたこともありますが、サポートがＷｅｂ上の対
応のみであったり、時間に制限があったりと、サポート体制に懸
念がありました。

サポート体制に悩んでいるときに出会ったのがドットコネクトさん
です。現地まで足を運んでくださり、業務に日々追われる中、い
ちからシナリオを作成していただけることにとても魅力を感じてお
ります。

ありがとうございます。

私も多くのＲＰＡツールをいじってきましたが、それぞれ一長一短
はあると思います。なので、「どの企業様・医療機関様にもこれ
がベスト！」と言えるものはもちろんないだろうと思います。

ですからここでツール名を出してしまうと売り込みっぽくなってし
まいますから、ぜひ色々と情報収集していただきたいですね。
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はい。ＲＰＡは一度設定してしまえば、自分自身で行うと数時間
かかっていた作業を、自動で完了してくれる素晴らしいシステム
です。

しかも夜間でも働いてくれて、次の日、職場に出勤すると仕事を
終わらせてくれています。ひとりでは不可能な仕事量でも、この
ＲＰＡツールがあれば可能にできます。

また人は疲れていたり、多忙だとミスをしがちです。
ＲＰＡは入力のミスや漏れの心配がありません。

正確性が担保され、従業員の時間削減や負担軽減につながり
ます。

そういった単純作業をＲＰＡに置き換えることで、当院の場合は
受診者さんへの対応の時間を増やせたりと、時間の有効活用が
できるようになりました。

スタッフのストレスも解消されたり、職場の環境や人員体制など
の改善につながると、実際にＲＰＡを使用して感じました。

ぜひ同じ課題を抱えている方たちに、ＲＰＡを強くおすすめしたい
です。

おっしゃる通りだと思います。
西山先生、改めてインタビュー、ありがとうございました！

西山先生、最後の最後に、ＲＰＡ導入をこれから検討される医療
機関様・健診クリニック様に一言ございましたら、お願いできます
でしょうか？
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ぜひ、皆様のクリニックに合うＲＰＡツールとサポート業者さんを探して
みていただけたらと思います。

導入後の運用の進め方としては、大手町さくらクリニック様のように、自
分たちでもいじれるようになりつつ、分からないときにはメールなどです
ぐに聞いて対処する。

そして、複雑で自分たちでは作れなさそうなシナリオは委託するという
のもとても良い方法です。

ぜひ、洗い出していただいた、自分たちの「自動化できそうな業務」の量
や複雑さを確認してみて、費用対効果が得られそうな費用感かどうか
はチェックしてみてください。

多くの場合、導入したベンダーさんのサポートを受けることになると思い
ますから、ツール選定だけでなく、「どこから導入するか」も両輪で考え、
皆様に合う業者様との出会いがあると良いと思います。ぜひまずは情
報収集してみてください。

もちろんそれが弊社である必要はありません。

が、もしも弊社のお話もお聞きいただけるようでしたら、先生やスタッフ
の皆様のお話をお伺いした上で、ＲＰＡの運用サポートに特化してきた
弊社ならではのアドバイスができると思います。

ぜひ、少しでも「業務負担の軽減を進めていきたい」と思われましたら、
まずは次のページ以降にありますご購読特典を利用いただけたらと思
います。

ご購読特典は次ページ
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【ご購読特典プレゼント （１）】

① 業務洗い出しシートＥｘｃｅｌ （既にP.17でお伝えしたものです）

https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet

② ＲＰＡツール選定のポイント小冊子 （ＰＤＦ）

https://www.rpa-support.com/toolpoint

業務改善の第一歩となる、自院の業務を洗い出し、自動化できそうな
業務を洗い出すためのExcelシートです。

まずは改善できたらいいと思う業務を洗い出し、業務ごとに月間所要
時間などを見える化してみましょう。

ＲＰＡツールは数十種類とあり、選定に失敗してしまう会社も少なくあり
ません。できれば避けたい失敗です。

その失敗を防ぐために、自院に合うツールを見つけるには、特にどこ
に着目すればいいかという情報をまとめています。

ＤＸも自動化も、失敗リスクを極力避けながら進めることが重要です。その
ため弊社では、事前の調査・ヒアリング、情報提供・意思疎通を大切にし
ています。以下のＱＲもしくはＵＲＬからダウンロード・お申込みいただき、
ぜひ貴院の業務効率化にお役立てください。

https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/download-gyoumusheet
https://www.rpa-support.com/toolpoint
https://www.rpa-support.com/toolpoint
https://www.rpa-support.com/toolpoint
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【ご購読特典プレゼント （２）】

④ 出張・現地調査サポート （５万円相当→無料）

医療機関様には、患者様情報保護の観点から、オフライン端末をお使い
のケースも多いことと思います。その場合、オンラインミーティングだけでは
情報を把握するのが困難なことがあります。大手町さくらクリニック様もそう
でした。

また、ＲＰＡツールは、院内でお使いのシステム・アプリケーションときちん
と互換性があるかを事前にチェックした方が失敗リスクを大幅に低減でき
ます。

そのため、現場主義の弊社が現地に赴き、「業務把握」をしたり、お使いの

③ ＲＰＡ活用・ＤＸ無料相談ワークショップ （Ｚｏｏｍを利用）

https://www.rpa-support.com/consultation

自院の業務改善・ＤＸ化・自動化をどう進めていけばいいか、専門家に相
談してみたいという病院様向けに、６０分間全力でヒアリング・情報提供・ア
ドバイスいたします。

内科・健診・在宅診療・整骨院・歯科クリニックをはじめ、医療業界の業務
改善にも豊富な経験がございます。

システムとの「互換性チェック」も行えます。

ご希望の際は、③無料相談ワークショップ
のお申込み欄に「現地調査希望」とご記入
ください。日程調整させていただきます。

https://www.rpa-support.com/consultation
https://www.rpa-support.com/consultation
https://www.rpa-support.com/consultation
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【私たちについて】

スタンス・思想 代表プロフィール

事業内容・強み 私たちがお約束していること

私たちは、RPAなどのITツールを「導入すること」
自体を目的にはしていません。
また、自社の規模拡大も目指していません。

目指しているのは、医療現場等お客様の業務負
担を減らし、本来やるべき業務に人が集中でき
る状態をつくること。

業務自動化は“魔法のツール”ではありません。
現場や業務に合わなければ、かえって負担を増
やしてしまうこともあります。
導入後につまずいてしまう企業が多いのも事実
です。

だからこそ私たちは、「まず業務を理解すること」
「合わない場合は無理に導入しないこと」を大切
にしています。

株式会社ドットコネクト
代表取締役 兎澤直樹（とざわなおき）

経営コンサルティング会社で９年勤務後、2019
年1月に同社を設立。業務改善・RPA導入支
援・運用サポートを専門に、医療機関を含むさま
ざまな現場の業務自動化・効率化・DX化を支援
してきました。

これまで、ツールだけを先に導入し、現場に定着
せずに終わってしまった多くの失敗事例も見てき
ました。その経験から、「業務を見ずに提案しな
い」「成果が出ない導入は勧めない」というスタン
スで支援を行っています。

著書に「自動化経営の教科書」（日経BP）
日経ビジネススクール オンデマンド、東京商工
会議所等で講師

■事業内容・特徴
・業務改善・業務自動化（RPA）支援
・医療機関・健診業務における業務効率化
・導入前の業務整理・現場確認から、運用・改
善まで一貫支援

■私たちの強み
・ノーコードツールを活用した現場主導の自動化
・複数システム間のデータ転記・定型業務の自
動化
・RPAに特化してきたからこその、業務理解力と
サポート対応力
・医療機関、製造業、卸業など、様々な業種で

200件以上の業務自動化の支援実績。

私たちは、お客様の定型業務を軽減するという
結果にコミットするため、以下のことをお約束して
います。

①現場業務をきちんと確認せずに、導入や自動
化を勧めることはありません。
②効果が望めない自動化は、提案しません。
③RPAのエラー対応も最善の形になるまで寄り
添います。

私たちは、既存のお客様へのサポート品質を最
優先するため、新規の導入支援は毎月4社様ま
でとしています。
導入後の運用や改善までしっかり向き合える範
囲で、一社一社、丁寧に支援することを大切に
しています。

発行元

会社名：株式会社ドットコネクト
代表者名：代表取締役 兎澤直樹
Base1：東京都中央区日本橋2丁目1-17  2階
Base2：茨城県つくば市要40-7

設立：2019年1月
事業：RPA事業、ICT顧問、経営コンサルティング
会社HP：https://www.dot1connect.com/
RPA専門サイト：https://www.rpa-support.com/
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